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この広報誌は、共同募金配分金の一部をつかって作成しています。

平成30年11月１日

第45号

　石井十次は慶応元年、宮崎県高鍋町馬場原に
生まれ、明治15年、宮崎病院院長、荻原百々平
の勧めで岡山県甲種医学校（現 岡山大学医学部）
に入学。明治20年、邑久郡大宮村上阿知診療所

で実習中、四国巡礼帰途の母親から男児を1人預かったのをきっかけ
に、孤児救済事業を始める。その後岡山に帰り、門田屋敷の三友禅寺
の一画を借り、｢孤児教育会｣（後に「岡山孤児院」と改称）の看板を
掲げた。明治時代には社会福祉制度がなかったため、資金は個人の善
意や寄付に頼るしかなかった。そこで「孤児教育会趣意書」を作成し、
キリスト教関係者に協力を仰ぎ、孤児教育会を会員組織としてキリス
ト教徒や医学校の同窓生を中心に会員を募り、県内外の人に理解を求
めた。
　医学への思いも断ち切れずにいた十次は、明治22年、｢人は二主に
仕ゆること能わず｣との聖句に従い、医書を焼き医学校を退学。この
時、児童福祉・教育に専心する覚悟を決める。明治39年、東北地方
一帯の冷害による大凶作により、多くの農家が破産、離散状態となっ
た。この被災地救済に着手し6回に分け計825名を岡山に送り保護
した。その年の院児数は1,200名に達し、全国にその名が広まった。
　支援者などから寄付を募って、子どもたちとともに働き、生涯で3,000人近い子どもたちを救った十次は「児童福祉の父」
と称されている。 【出典：社会福祉法人石井記念友愛社ホームページ】

左上　石井十次　　下　岡山孤児院・千二百人体制　　右上　東区大宮にある大師堂（岡山孤児院発祥の地）

済世 西暦 年号 石井十次年譜
1865 慶応元 宮崎県高鍋町馬場原に生まれる

1887 明治20 「孤児教育会」（後に岡山孤児院と改称）を三友禅寺におく

1889 明治22 6年間学んだ医書を焼き孤児教育
への専心を決意

1891 明治24 濃尾大震災起こる　震災孤児救
済に着手

1898 明治31 音楽幻燈隊を編成して寄付募集
を始める

1905 明治38 「岡山孤児院新報」に孤児無制限収容を発表

1908 明治41 「岡山孤児院新報」に「岡山孤児院十二則」を発表

1909 明治42 大阪市南区に保育所と夜学校を
開設

1914 大正3 50歳で永眠
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ひ
ろ
が
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

子
ど
も
の
困
難
な
状
況
を
何
と
か
し
た

い
と
、
全
国
で
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援

な
ど
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
こ
こ
二
年
位

の
間
に
一
〇
か
所
以
上
の
子
ど
も
食
堂
が

開
設
さ
れ
、
子
ど
も
が
抱
え
る
困
難
の
気

づ
き
の
場
所
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
を
支
援
す
る
た
め
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
て
、「
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
相
談
窓
口
」
を
市
社
協

六
事
務
所
に
開
設
し
ま
し
た
。
居
場
所
づ

く
り
の
相
談
や
、
実
践
者
の
皆
様
の
交
流

機
会
を
つ
く
る
な
ど
支
援
を
始
め
ま
し

た
。
子
ど
も
の
居
場
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
と
か
食
材
を
提
供
し
た
い
と
い

う
ご
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

支
援
制
度
一
覧
を
発
行

　

困
難
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
や
家
庭
に

気
付
い
て
も
、ど
こ
に
繋
い
で
よ
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
支
援
制
度
が
あ
る
の
か
わ

か
ら
な
い

と
い
う
声

に
お
応
え

し
、
様
々

な
支
援
制

度
を
一
覧

に
ま
と
め
た
「
子
ど
も
の
未
来
応
援
の
道

し
る
べ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

三
百
六
十
五
日
二
十
四
時
間
の
相
談
窓
口

　

七
月
に
岡
山
市
で
初
め
て
の
児
童
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ど
ん
ぐ
り
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
児
童
養
護
施
設
若
松
園
に

開
設
し
た
「
ど
ん
ぐ
り
」
で
は
、
社
会
福

祉
士
や
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ

り
、
休
日
・
夜
間
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
こ
ど

も
総
合
相
談

所
、
地
域
こ

ど
も
相
談
セ

ン
タ
ー
と
の

連
携
を
図
り

な
が
ら
誰
も

が
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
貧
困
が
世

代
を
超
え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

「
貧
困
」
に
気
づ
き
、
子
ど
も
と
家
庭
が

社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
支
援
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

見
え
に
く
い
子
ど
も
の
貧
困

　

日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は

一
三
・
九
%
、
十
七
歳
以
下
の
子
ど
も
の

お
よ
そ
七
人
に
一
人
が
貧
困
世
帯
で
生
活

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も
達
は
、

衣
食
住
や
学
習
機
会
や
体
験
活
動
な
ど

様
々
な
面
で
の
「
不
足
」
状
態
に
な
り
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
ら
れ
ず
、
進
路
の
選

択
肢
も
狭
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
必
要
最
低
限
の
生
活
水
準
が

満
た
さ
れ
て
い
な
い
絶
対
的
貧
困
と
違

い
、
相
対
的
貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
達

の
存
在
は
見
え
に
く
く
、
既
存
の
支

援
制
度
も
届
き
に
く
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

早
期
に
確
実
に
支
援
に
つ
な
ぐ

　

岡
山
市
で
は
こ
う
し
た
状
況
の
解

決
を
図
る
た
め
、
昨
年
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
推
進
方
針
」
を
策
定
し
、

①
早
期
に
、
確
実
に
、
支
援
に
つ
な

ぐ
、
②
直
面
す
る
困
難
を
解
決
す
る
、

そ
し
て
③
困
難
を
連
鎖
さ
せ
な
い
と

い
う
三
つ
の
方
針
に
基
づ
く
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も

や
家
庭
に
気
付
き
、
支
援
に
繋
げ
る

「
ア
ン
テ
ナ
」
が
増
え
る
こ
と
が
出

発
点
と
し
て
大
切
で
す
。
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す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

　
　
成
長
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

�

【
岡
山
市
こ
ど
も
福
祉
課
】
問
い
合
わ
せ
先 

〇
八
六

−

八
〇
三

−

一
二
二
一
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紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
設

置
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
中
学
校
区
で
地

域
協
働
学
校
を
設
置
す
る
意
義
と
し
て
、

中
学
校
区
の
学
校
園
が
、
共
通
の
課
題
や

目
標
を
も
っ
た
運
命
共
同
体
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
〇
歳

か
ら
十
五
歳
ま
で
の
「
学
び
の
連
続
性
」

の
効
果
が
期
待
で
き
、
岡
山
市
が
進
め
て

い
る
「
自
立
に
向
か
っ
て
成
長
す
る
子
ど

も
の
育
成
」
の
た
め
の
「
岡
山
型
一
貫
教

育
」
の
推
進
に
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
中
学
校
区
で
「
連
絡
会
」

を
開
催
し
て
い
る
こ
と
で
す
。「
連
絡

会
」
と
は
、
中
学
校
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の

運
営
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容
を

持
ち
寄
り
、
報
告
・
情
報
交
換
を
行

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
学

校
区
の
現
在
の
状
況
や
課
題
を
明
確

化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
協
議
会
に

活
か
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果
と
課
題

　

岡
山
市
地
域
協
働
学
校
で
は
、
保

護
者
や
地
域
の
方
が
学
校
運
営
に
参

画
す
る
こ
と
で
、
学
校
と
の
信
頼
関
係

が
再
構
築
・
深
化
す
る
こ
と
や
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
責
任
を
明
確
に
し
、
家
庭
や
地
域
社
会

に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
区
の
学
校
園
が

一
体
と
な
っ
た
取
組
を
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
校
園
同
士
が
緊
密
に
連
携
し
、

段
差
の
な
い
教
育
が
施
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
岡
山
市
地
域
協
働
学

校
の
周
知
や
組
織
づ
く
り
、
協
議
内
容
に

お
い
て
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
岡
山
市
教

育
委
員
会
は
今
後
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

社
会
の
協
働
体
制
の
さ
ら
な
る
構
築
、
深

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

岡
山
市
地
域
協
働
学
校
と
は

　

岡
山
市
地
域
協
働
学
校
は
、
地
域
や
保

護
者
の
方
が
、
一
定
の
権
限
を
持
っ
て
学

校
運
営
に
参
画
す
る
合
議
制
の
機
関
で
す
。

　

中
学
校
区
を
一
つ
の
地
域
と
み
な
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
元
気
な
学
校
、

元
気
な
子
ど
も
を
地
域
で
持
続
的
に
育
ん

で
い
く
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
運
営
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
運
営
協
議
会

を
開
き
、
任
命
さ
れ
た
委
員
が
学
校
運
営

方
針
や
運
営
状
況
等
の
情
報
に
つ
い
て
承

認
・
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
は
、

岡
山
市
教
育
委
員
会
が
任
命
し
、
公
務
員

と
し
て
の
身
分
を
有
し
て
職
務
を
遂
行
し

ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
委
員
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
任
命
さ
れ
て
お

り
、
運
営
協
議
会
に
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
す
べ
て
の
公
立
学

校
が
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
育
む
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以

下
Ｃ
Ｓ
）（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
の

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
岡
山
市
で

は
、
Ｃ
Ｓ
の
こ
と
を
岡
山
市
地
域
協
働
学

校
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
三
年
間
、
岡
山
市

立
岡
輝
中
学
校
区
の
学
校
園
が
文
部
科
学

省
指
定
を
受
け
、「
新
し
い
タ
イ
プ
の
学

校
運
営
に
関
す
る
実
践
研
究
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
に
は
、
岡
輝
中

学
校
区
の
四
校
園
が
岡
山
市
第
一
号
と
な

る
「
岡
山
市
地
域
協
働
学
校
」
と
し
て
指

定
さ
れ
、
そ
の
後
、「
岡
山
市
地
域
協
働

学
校
推
進
事
業
」
に
お
い
て
設
置
校
を
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
五
月
一

日
現
在
、
岡
山
市
地
域
協
働
学
校
は
、
岡

山
市
立
の
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い
て

一
七
七
校
園
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
設

置
率
は
約
九
〇
％
）
な
お
全
国
で
は
、
平

成
三
十
年
四
月
一
日
現
在
、
五
、四
三
二

校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
市
地
域
協
働
学
校
の
特
徴

　

岡
山
市
地
域
協
働
学
校
の
特
徴
を
二
つ

岡
山
市
地
域
協
働
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て

�

【
岡
山
市
教
育
委
員
会
指
導
課
】
問
い
合
わ
せ
先 

〇
八
六

−

八
〇
三

−

一
五
九
一

※「こ保幼」は、認定こども園、保育園、幼稚園
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民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年
記
念
岡
山

市
単
独
事
業
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
標
記

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
今
年
六
月
に
完
成
し
、
各
地
区

に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ご
覧

い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

撮
影
期
間
中
に
は
、
地
区
の
定
例
会

や
、
主
任
児
童
委
員
部
の
部
員
研
修
な
ど

に
取
材
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
委
員
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

連
合
町
内
会
等
の

関
係
機
関
や
地
域

の
方
々
を
対
象
と
し

て
、
民
生
委
員
の
活

動
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
、
住

民
理
解
の
推
進
に
よ

る
民
生
委
員
の
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
醸
成
に
利
用
す

る
と
と
も
に
、
福
祉

の
担
い
手
を
広
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
民
生

委
員
の
新
た
な
「
な

り
手
」
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

来
年
の
一
斉
改
選
に
向
け
て
、
今
後
、

各
連
合
町
内
会
に
も
配
付
し
、
地
域
で
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
広
報
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
来
年
開
催
さ

れ
る
各
地
区
推
薦
準
備
会
に
お
い
て
準
備

会
委
員
へ
の
説
明
の
際
に
も
活
用
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
全
民
児
連
に
お
い
て
、

平
成
十
九
年
の
民
生
委
員
制
度
創
設
九
十

周
年
に
際
し
て
の
記
念
事
業
と
し
て
提
唱

さ
れ
、
そ
の
後
、
全
国
各
地
の
民
児
協
で

推
進
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に

は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
見
守
り
活
動
を
通
じ
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
、
障
が
い
者
の
世
帯
、
子

育
て
中
の
世
帯
な
ど
、
災
害
発
生
時
に
要

支
援
状
態
と
な
り
う
る
世
帯
の
安
否
確
認

や
、
避
難
誘
導
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、

名
簿
の
整
備
や
災
害
福
祉
マ
ッ
プ
の
作

成
、
地
域
の
関
係
者
と
の

協
力
に
よ
る
避
難
訓
練
な

ど
に
取
組
む
も
の
で
す
。

　

本
市
民
児
協
に
お
い

て
も
、
こ
の
運
動
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
二
十
四
年
度
に
標

記
補
助
金
を
設
け
、
災

害
時
要
援
護
者
支
援
活

動
の
促
進
・
充
実
を
図
っ

て
お
り
、
毎
年
複
数
の

地
区
が
こ
の
補
助
金
を

活
用
し
、
避
難
支
援
マ
ッ

プ
作
成
な
ど
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
補
助
金
の

概
要
は
表
の
と
お
り
で

す
。
ま
だ
活
用
さ
れ
て

い
な
い
地
区
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
積
極
的
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【補 助 金 の 概 要】

1 金額 1地区年額10万円まで

2 期間 2年まで

3 指定箇所 市民児協全体で5箇所まで 各福祉区のバランスを考慮
し、年度ごとに募集数を調
整しています。

4 補助対象事業 地区民児協が、「災害時一人も見逃さない運
動」に基づいて実施する、災害時要援護者支
援に関する各種事業

〈例〉
・研修活動
・災害時避難支援マップ作成
・広報活動
・避難支援に係る用品等の購入
・避難訓練活動 など

※ 新規事業か、以前からの
継続事業かは問いません。

※ 地区民児協単独で行う事
業も補助対象となります。

※ 他の補助金と重複しても、
補助対象となります。 

5 年間スケジュール ①各地区からの応募（4月末期限） 
②福祉区内での調整（5月下旬期限）
③審査委員会にて助言（6月下旬 ）
④決定
　審査委員会を受けて会長が決定（7月中旬）
⑤交付
　指定の口座に振り込み
⑥事業実施
⑦報告（翌年4月中）

※ 申請に使用する様式は所
定のものがあります。

※ 審査委員会は、各福祉区
からの推薦を受けた委員
によって構成されていま
す。

DVDケース、DVD本体のデザインに共通して使用してある長方形
のオブジェ群は、人生経験豊かな委員の方々を本に例えています。
本が繋がっている様は、知識の共有・制度の橋渡しをイメージして
います。また、様々なサイズの本が互いに支えあっているのは、互
いに支えあう地域の人々を表現しています。

●「『
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
』推
進
補
助
金
」に
つ
い
て

●
民
生
委
員
制
度
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
支
え
合
う  

住
み
よ
い
社
会  

地
域
か
ら
』
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御
津
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

�

主
任
児
童
委
員
　
藤
井
　
賢
一

　

北
区
北
福
祉
区
主
任
児
童
委
員
部
で

は
、
依
然
深
刻
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も
を

め
ぐ
っ
て
の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

活
動
・
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
、
様
々
な
情
報
や

課
題
を
共
有
し
皆
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
御
津
地
区
の
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
研
修
会
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し

ま
す
。
御
津
地
区
は
中
心
に
旭
川
が
流
れ

丘
陵
や
山
林
も
多
く
、
自
然
豊
か
で
子
育

て
も
し
や
す
い
地
区
で
あ
り
ま
す
。
歴
史

も
古
く
数
々
の
名
所
が
あ
る
中
で
、
テ
ー

マ
は
、『
備
前
の
名
医
・
難
波
抱ほ
う

節せ
つ

先
生
』

の
お
話
と
岡
山
県
立
岡
山
御
津
高
等
学
校

の
視
察
を
加
え
、
二
部
構
成
の
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
六
月
十
八
日
の
天
気
は
曇
り
の

予
報
で
し
た
が
、
皆
様
の
日
頃
の
行
い
が

良
い
お
か
げ
で
晴
天
と
な
り
、
少
し
暑
い

中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
お
話
は
、江
戸
後
期
の
お
話
で
す
。

難
波
抱
節
先
生
は
、
現
在
の
岡
山
市
北
区

表
町
の
あ
た
り
に
生
ま
れ
、
御
津
金
川
の

医
者
で
あ
る
難
波
家
に
養
子
と
し
て
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
先
生
も
医
者
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
一
人
で
も
多
く
の
人
を

救
い
た
い
と
思
い
、
京
都
・
和
歌
山
の
塾

に
入
門
し
、
内
科
・
産
科
・
手
術
の
方
法

や
麻
酔
薬
に
つ
い
て
学
び
、
多
く
の
医
学

書
も
書
き
ま
し
た
。自
ら
御
津
金
川
に『
思

誠
堂
塾
』
を
開
き
、
多
く
の
弟
子
た
ち
に

自
分
が
学
ん
だ
事
を
お
し
み
な
く
教
え
た

そ
う
で
す
。
先
生
が
御
津
に
お
ら
れ
た
事

を
残
す
た
め
に
、
御
津
文
化
協
会
の
方
々

と
御
津
公
民
館
に
よ
っ
て
、
本
や
紙
芝
居

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
御
津
文

化
協
会
の
寺
島
会
長
に
よ
る
紙
芝
居
と
い

う
形
で
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
拍
子
木
で

の
始
ま
り
に
は
風
情
が
あ
り
、
流
暢
な
語

り
に
よ
り
、
昭
和
の
時
代
へ
戻
っ
た
感
じ

で
し
た
。
先
生
の
想
い
は
、
私
達
の
活
動

に
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

二
部
の
研
修
会
は
、
岡
山
県
立
岡
山
御

津
高
等
学
校
の
視
察
で
す
。
岡
山
御
津
高

等
学
校
は
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
『
高

等
学
校
に
お
け
る
個
々
の
能
力
・
才
能
を

伸
ば
す
特
別
支
援
教
育
事
業
』
の
研
究
指

定
を
文
部
科
学
省
よ
り
受
け
、
継
続
し
て

研
究
も
し
て
お
り
ま
す
。
最
初
に
神
田
亮

一
校
長
先
生
よ
り
、
研
究
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。障
害
に
よ
る
学
習
上
・

生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
事
を

目
的
と
し
、
指
導
内
容
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
自
己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
の
テ
ー
マ
で
授
業

を
行
い
ま
す
。
大
学
の
先
生
や
専
門
家
の

方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
高
校
の
先

生
方
も
日
々
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど

手
探
り
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
生
徒
も
始
め
は
落
ち
着
か
な
い
様

子
で
し
た
が
、
月
日
が
経
つ
と
生
徒
も
慣

れ
て
徐
々
に
研
究
の
成
果
も
出
て
き
ま
し

た
。

　

私
達
も
実
際
に
テ
キ
ス
ト
を
頂
き
授
業

を
受
け
ま
し
た
。『
正
し
く
理
解
し
よ
う
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
文
章
を
読
ん
で
質
問

に
答
え
る
と
い
う
授
業
で
す
。
質
問
を
見

て
も
、
推
測
で
答
え
て
し
ま
う
よ
う
な
質

問
も
あ
り
、
危
う
く
間
違
う
と
こ
ろ
で
し

た
。
自
分
の
子
ど
も
に
は
、『
ち
ゃ
ん
と

問
題
を
読
ん
で
ご
ら
ん
』
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
も
読
ん
で
い
な
い
で
す
ね
。

今
日
は
、
久
し
ぶ
り
に
学
生
に
帰
っ
た
気

分
で
し
た
。
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
テ
ー

マ
で
授
業
が
あ
り
ま
す
が
、
機
会
が
あ
れ

ば
ま
た
授
業
を
受
け
て
み
た
い
で
す
。

　

色
々
な
行
事
で
岡
山
御
津
高
校
の
生
徒

と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に

高
校
と
の
情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
、
色
々
な
形
で
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地

域
全
体
で
子
育
て
を
す
る
時
代
に
も
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
す
る
中
で
少
し
で
も
皆
様
の
力
に

な
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
、
大
雨
の
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
旧
と
皆
様
の
ご
健
康

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

● 5

主
任
児
童
委
員
部

北
区
北
福
祉
区
主
任
児
童
委
員
部

の
活
動
に
つ
い
て
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北
区
北
福
祉
区
の
取
り
組
み

　
北
区
北
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�
会
長
　
笠
井
　
祥
司

　
「
こ
こ 

ま
だ
北
区
北
福
祉
区
？
」
そ
う
、

六
福
祉
区
の
中
で
最
も
広
い
面
積
を
有
す

る
の
が
北
区
北
福
祉
区
で
す
。
高
齢
化
率

十
九
％
か
ら
四
十
三
％
の
地
区
、
高
齢
者

の
み
世
帯
数
七
〇
〇
か
ら
二
、四
〇
〇
を
超

え
る
地
区
、
担
当
区
域
を
歩
い
て
回
れ
る

地
区
も
あ
れ
ば
、
隣
の
家
ま
で
ひ
と
山
越

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
区
ま
で
、

高
齢
化
率
、
高
齢
者
の
み
世
帯
数
、
人
口
、

土
地
柄
等
大
き
な
違
い
の
あ
る
八
単
位
民

児
協
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
抱
え
る
問
題
も
多
種
多
様
で
す
。

　

さ
て
、
北
区
北
福
祉
区
民
児
協
の
基
本

と
な
る
活
動
は
、
会
長
連
絡
会
、
執
行
部

会
、
理
事
会
、
そ
し
て
、
主
任
児
童
委
員

部
部
会
、
地
域
福
祉
推
進
部
部
会
で
す
。

　

事
業
計
画
・
予
算
等
に
つ
い
て
は
、
執

行
部
会
（
各
地
区
会
長
、
主
任
児
童
委
員

部
部
長
、
地
域
福
祉
推
進
部
部
長
、
監
事

で
構
成
）
に
お
い
て
計
画
立
案
し
、
理
事

会
（
執
行
部
会
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
、
各

地
区
副
会
長
、主
任
児
童
委
員
部
副
部
長
、

地
域
福
祉
推
進
部
副
部
長
で
構
成
）
で
審

議
・
承
認
を
得
て
新
し
い
年
の
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。

　

会
長
連
絡
会
は
二
か
月
に
一
度
定
期
開

催
さ
れ
ま
す
。
各
民
児
協
間
に
共
通
す
る

問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
間
で
大

き
く
異
な
る
問
題
も
多
々
あ
り
、
そ
れ
ら

を
違
っ
た
目
や
立
場
か
ら
意
見
交
換
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
単
位
民
児
協
の
問
題
と

し
て
だ
け
で
な
く
北
福
祉
区
民
児
協
共
通

の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
山
市
社
協
北
事
務
所
へ
は
事

務
委
託
の
み
な
ら
ず
、
会
長
連
絡
会
に
参

加
し
て
も
ら
い
協
働
で
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
部
、
地
域
福
祉
推
進
部

の
研
修
会
等
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
民
児

協
会
長
も
参
加
し
ま
す
。
部
会
任
せ
の
活

動
で
は
な
く
、
会
長
会
と
し
て
研
修
の
機

会
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
部
会
の
抱
え
る

問
題
・
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

両
部
会
と
も
担
当
地
区
が
進
め
て
い
き

ま
す
が
、特
に
地
域
福
祉
推
進
部
の
研
修
・

交
流
に
つ
い
て
は
、
担
当
地
区
民
児
協
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
全
員
が
参
加
し
共

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

で
は
、
二
十
九
年
度
の
各
部
会
の
研
修

活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
主
任
児
童
委
員
部
は
、
年
度
初
め
の

北
地
域
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
、
北
保
健

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と

の
話
し
合
い
、足
守
の
「
も
も
ぞ
の
学
園
」

で
の
研
修
、
津
島
児
童
学
院
夏
祭
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
南
区
西
福
祉
区
と
合
同

で
大
阪
・
大
念
仏
寺
社
会
事
業
団
で
の
研

修
、
御
津
・
建
部
支
部
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
活
動
、
一
宮
の
適
応
指
導
教
室
ト
ラ
ン

グ
ル
で
の
研
修
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
阪
で
の
合
同
研
修
で
は
、
南
区
西
福

祉
区
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を
一
層
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
推
進
部
は
、
御
津
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
宇
甘
川
荘
」
で
の
研
修
、

建
部
の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
葵
の
園
」

で
の
研
修
、
そ
し
て
、
高
松
城
址
・
高
松

最
上
稲
荷
神
社
等
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
山
市
民
児
協
理
事
会
研
修
で

の
松
藤
和
生
氏
の
講
演
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
と
て

福
祉

区
の取り

組
み１

も
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
あ
り
、
北
福
祉

区
民
児
協
二
〇
五
名
全
員
で
の
全
体
学
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

北
区
北
福
祉
区
民
児
協
の
誕
生
か
ら
五

年
、
そ
の
間
、
諸
々
の
活
動
を
通
じ
て
点

か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
と
年
ご
と
に
充

実
し
た
活
動
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

地
理
的
に
は
遠
く
離
れ
て
い
て
も
心
は

ひ
と
つ
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
、
そ

れ
が
北
区
北
福
祉
区
民
児
協
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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南
区
南
福
祉
区
の
取
り
組
み

　
南
区
南
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�
会
長
　
森
上
　
綾
子

　

昨
年
度
は
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
盛
大
に
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
福
祉
の
重

さ
と
責
任
を
自
覚
し
、
先
達
が
守
り
続
け

て
き
た
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
信
条
」

を
胸
に
、
よ
り
一
層
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
活
動
を
続
け
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
誰
も
が
笑
顔
で
、
安
全
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
次
な

る
百
年
に
向
け
て
制
度
を
守
り
、
さ
ら
に

活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
す
る

な
か
、
地
域
社
会
の
変
化
、
人
間
関
係
の

希
薄
化
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
の
増
加
等

で
多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
、
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
自
ら

が
積
極
的
に
地
域
に
働
き
か
け
、
住
民
と

向
き
合
い
、
地
域
団
体
と
の
関
係
や
連
携

を
大
切
に
し
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
一

人
と
し
て
受
け
止
め
、「
我
が
こ
と
・
丸

ご
と
」
を
心
が
け
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

南
区
南
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
は
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
南
区
福

祉
事
務
所
管
内
の
一
〇
小
学
校
区
の
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
委
員
総
数

一
五
三
名
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
南
区

南
福
祉
区
民
児
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
目
に
見
え
る
民
生
委
員
を
目
指
そ
う
！
」

と
一
致
団
結
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成

三
十
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、
会
長

連
絡
会
は
「
各
地
区
民
児
協
の
情
報
の
共

有
化
・
活
動
状
況
の
調
査
」、
地
域
福
祉

推
進
部
は
「
貧
困
問
題
」、
主
任
児
童
委

員
部
は
「
子
ど
も
の
現
状
を
把
握
し
継
続

的
な
自
立
の
支
援
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
と
し
、
三
部
会
で
年
間
行
事
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
三
部
会
の
行
事
内
容
を
共

有
化
す
る
こ
と
で
、
会
全
体
の
把
握
と
連

携
に
繋
が
り
、
本
協
議
会
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
全
体
研
修
と
視
察
研
修
は

年
一
回
開
催
し
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
は
各
地
区
で
児
童
虐
待

防
止
の
啓
発
に
向
け
て
取
り
組
む
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
全
体
研
修
で

は
、
岡
山
市
に
お
け
る
子
ど
も
を
取
り
巻

く
現
状
に
つ
い
て
の
南
区
南
福
祉
事
務
所

地
域
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
の
講
演
と
、

主
任
児
童
委
員
部
の
提
案
に
よ
り
「
さ
と

に
き
た
ら
え
え
や
ん
！
」
の
上
映
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
日
雇
い
労
働
者

の
街
・
釜
ヶ
崎
で
三
十
八
年
続
く
子
ど
も

の
集
い
場
「
子
ど
も
の
里
」
を
舞
台
と
し

て
、
人
情
が
色
濃
く
残
る
街
の
人
々
の
奮

闘
を
描
く
、
涙
と
笑
い
溢
れ
る
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
視
察
研
修
で
は
、
倉
吉
市
役
所
に

て
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
の
鳥

取
県
中
部
地
震
を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交

換
・
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
を
通
じ
て
、
町
内
会
、
行
政
・
専
門
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
で
生
活
す
る

す
べ
て
の
人
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
、

自
然
災
害
や
犯
罪
・
事
故
な
ど
か
ら
の「
安

全
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
「
安
心
」
を
感
じ
ら
れ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
活
動
を
推
進
し

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
身

近
な
相
談
相
手
」
と
し
て
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
目
指
し
て
、
南
区
南
福
祉
区

民
児
協
全
体
で
活
動
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

福
祉

区
の取り

組
み２
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「
晴
れ
の
国
・
岡
山
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
通
り
、
災
害
の
少
な
い
温
暖
で
自

然
豊
か
な
県
と
言
わ
れ
て
き
た
岡
山
。

　

と
こ
ろ
が
、
七
月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ

り
県
全
域
に
わ
た
り
甚
大
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。刻
々
と
写
し
出
さ
れ
る
映
像
や
、

避
難
情
報
に
驚
き
と
強
い
不
安
を
覚
え
ま

し
た
。
最
大
浸
水
の
場
所
で
は
、
五
・
三

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
屋
根
の
上
で
の
救
助
待

ち
の
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
災
害
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
と
同
時
に
、
一
日
も
早
い
再
建
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
や
避
難

の
あ
り
方
等
、
地
域
で
の
密
な
連
携
の
必

要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
中
学
生
・
高
校
生
の
若

い
人
た
ち
が
猛
暑
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
汗
を
流
し
て
い
る
姿
は
、
こ
れ
か
ら
の

未
来
に
一
す
じ
の
光
を
見
る
想
い
で
し

た
。

　

人
々
の
温
か
さ
を
次
の
世
代
に
繋
い
で

行
く
よ
う
、今
の
私
達
に
で
き
る
こ
と
を
、

智
恵
を
出
し
合
い
、
精
一
杯
の
行
動
で
示

し
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
変
な
中
で
、
原
稿
を
お
寄
せ
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

本
田　

茂
子　

記
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マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

折
り
紙

旭
東
地
区
民
児
協
　
　

　
多
田
　
松
子

藤
田
地
区
民
児
協
　
　

　
三
宅
　
力
雄

　

折
っ
て
、
飾
っ

て
、
使
っ
て
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
。

　

手
先
を
動
か
し
、

脳
ト
レ
に
も
な
り
、

八
～
九
人
の
グ

ル
ー
プ
で
月
一
回
、

楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
を
サ
ロ
ン

や
保
育
園
に
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
に
就
任
し
た

十
四
年
ほ
ど
前
か
ら
、
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
老

人
ホ
ー
ム
等
で
行
っ
て
い
ま

す
。
写
真
左
側
は
、
ビ
ッ
ク

リ
箱
か
ら
ネ
コ
の
親
子
を
取

り
出
し
て
い
る
様
子
、
写
真

右
側
は
、
市
主
催
の
敬
老
会

で
の
様
子
で
す
。
マ
ジ
ッ
ク

の
ネ
タ
数
は
、
五
百
種
類
く

ら
い
あ
り
ま
す
。




